
房総沖地震調査報告発

1.概，観 井 上 宇 胤州

昭和 28年 (1953)11月26日2時 49分ごろ関東，東北，中部地方の全般から北海道，近畿地方，

伊豆諸島にわたって大きた地震を感じた。東京では震度IVであったが，ゆるやかな大きた震動で約

2分聞にわたって体感があった

震央は房総半島南東.200km沖，北緯.34度 3.3分，東経 141度 51.8分の水深8000m程度の深海

底で，震源の深さは約 80km'で、あったo な~，震源になける発震時は 2 時 48 分 54秒と推定され

た。

地震の規模.は，各地の震度と震央距離との関係を表わす震度曲線から，河角の方法で決めると，

M = 8.1 (Richter-Gutenbergの規模〉となる。 との値は大正 12年 (1923)9用1日の関東地震

(M=8.2)，昭和21年 (1946)12月21日の南海道地震 CM=8.2)と昭和 27年 (1952)3月4日の

十勝沖地震 (M=8.0)，昭和 19年(1944)12月7日の東南海地震(M=8.0)との中間のものである。

とれらの地震では，地震直接の著しい被害のほかに‘津波による被害があったが，今回の地震では

地震なよび津波による被害がほとんどたかった。それは，震央が陸から 200kmも離れた海底で，

かつ，その震源の深さが深かったととと，地震の起った時が干潮時にあたっていたためであって，

まととに圭なととであった。今回の地震の最大有感距離は 1100kmであって，関東地震のときより

も遠方まで、感じたのであるが，最大震度は富崎，三宅島たどで震度V(強震)であったにすぎない。

房総の沖にはとき:C!::'き大地震があるが， IE嘉元年(lZ57年10月9日)，慶長9年(1605年 1月31日)，

元禄16年(1703年12月31日〉の大地震では地震なよび、津波による著しい被害があった口最近では昭

和 2年(1927)8月19日に今回の地震とほぼ、同じ場所(34.00N，142.00E)にかなりの規模の地震が沿

とって，銚子，布良で小津波を記録したD

中央気象台では，今回の地震が起ると，ただちに‘津波の発生を予測して 3時 04分に千葉， 茨

城，神奈川，静岡の諸県の海岸に対して津波警報を発令し 5時 50分に解除した。 震源が深かっ

たためと思われるが，津波の最高は銚子で約 3m，富崎で1.8mでその他では 1m足らず、であっ

た。た沿，津波の第 1波が読み取れた箇所では，すべて押し波で始まっていた。

余震は 11月中に顕著地震8回， 柏顕著地震 12回を含めて有感地震28回， 無感地震392回あっ

長 TheBoso-Oki Earthquake of November 26， 1953. 
若者中央気象台地震課長
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たが，本震後翌年5月 31日までに有感地震 43凹，無感地震698回，合計 741回が観測された口 26

日09時 03分， 26日17時 14分。余震は特に大きく，最大有感距離はそれぞれ670km， 600 kmで

あって，規模はいずれも 7以上であった。

との地震の初動分布は引き円錐型か象限型である可能性が多いようである。押し円錐型とするた

めには，転向円を考えなければならないが，震源が深く，モホロピチッチ層以下にあるので，転向

円は考えられたい。

経りに，以下の調査長よび編集は主として宇佐美竜夫，市川政治，小川辰郎の諸技官があたられ

たので，その労に対し感謝の意を表わす弐第であるo

2. 房総沖地震の気象官暑に上ける観測結果

震 度長

各管区気象台，測候所公よび区内観測所で、観測した結果は Tab..2.1のと沿りである。

Tab. 2.1. 各地 の震ィ度

震度V: 富崎，三宅島" (銚子管内)鳴J!I~ (東京管内)御蔵島，小名木J!1， .岩淵.

震度IV: 八丈島，大島，銚子，横浜，網代，東京，水戸，船津，甲府，筑波山，小名浜，白押ij，福島，猪

苗代，仙台， "(銚子管内)館山，久留里，勝浦i千倉，市川， (東京管内)青ケ島J泉津，末吉，

世田谷，赤塚，淀橋，深J!1，村山，町田，豊多摩， (横浜管内)、厚木，大船，剣ケl崎，三の宮，

都田，真鶴，鳥屋， (水戸管内)笠間，下館，竜ケ崎，下妻，鹿島，水海道，館野，鉾田，湊，

土浦，小里，小瀬，大津，大子，神峰山，古河， (宇都宮管内)石井，喜連川，矢板， (熊谷管内

)浦和，越谷，羽生，阿久原，三峰山，中津山， (前橋管内)渋川，五料，赤城山，伊勢崎，尾

島，上野，・(甲府管内)睦合，勝沼，宮本，大月， (静岡管内)稲取，伊東下回， (福島管内)

平野，茂庭，梁川，川俣，二本松，郡山，津島，川前，上遠野，植田，塩屋JJ膚， (盛岡管内)米里.

震度lli: 長津呂，柏，三島，熊谷，手都宮，秩父，前橋，飯田，追分，軽井沢，松本，名古屋，石巻，新

潟，宮古，盛岡，調11路， (銚子管内)野田，三島，三里塚，湊，勝山，木更津，笹川， (東京管

内)新島，波浮，府中，小沢，立川，八王子，氷川， (横浜管内う青山，与瀬，上野田，大仏，

(水戸管内)山田，真壁，高荻， (宇都宮管内)足利，塩原，湯本，馬頭，小山，今市，黒磯，

F 足尾，真岡，粟野，上三川J日光，芦野， (熊谷管内)杉戸，栗橋，本庄小鴻巣，上尾，川越，

入間川，飯能，松山，槻川，小鹿野，浦山， (前橋管内)館林，田代，草津，沼田，中之傑，桐

生，高崎，東，下仁田，万場，伊香保，神津， (甲府管内)小淵沢，穂足，鰍沢，上野原，黒駒，

甲斐落合，上万力， (静岡管内)上狩野，御殿場，松崎，白糸，大河内，興津，藤枝，二俣; (長

野管内)J!I上J望月，岩村田，丸子，上田，菅平，牧郷，、篠ノ井 3 広津，安曇，大正池，会田，

翠の海，諏訪，富士見，朝日，開田，伊那，赤穂，伊那里，泰阜，読書，市田， (名古屋管内)

豊橋，津島， t黄須賀" (岐阜管内)大井， (金沢管内)，七尾， (新潟管内)一小千谷，巻，五泉，

長岡，安塚，三篠，鹿瀬，村上，森町， (福島管内)土湯，中畑，棚倉，東館，湯本，川口，只

見，大宮，喰丸，坂下，浪江，平， (仙台管内)松島，若柳，小野田，吉岡，門沢，湯原，亘理，

誕地震課調査係
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小牛凹，鴬沢，大河原，気仙沼ι女川，古川，秋保，金華山，角田， (盛岡管内)厳美，矢作，

一関，花巻，盛，浄法寺，千l既，軽米，沢内(秋田管内)花輪，本荘，角館，大曲，増田， (青

森管内)休屋，小沢口， (江差管内)奥尻， (浦河管内)目黒， (帯広管内)陸別，池田，大津，

(釧路管内)。標茶，川湯，上尾幌，白糠，縫別，阿寒

震度ll: 静岡，御前崎，長野，高田，山形，輪島，八戸，函館，浦河，室蘭，苫小牧;根室，帯広， (宇

都宮管内)川治，鹿沼，徳治郎， (前橋管府)四万， (静岡管内)富士，手田，気多，三ケ且，

(長野管内)屋代，須坂，鬼無里，野尻，飯山， (名古屋管内)布袋，瀬戸，富岡，浦郡，回屋，

安城， (岐阜管内)岩村，土岐津，下目，今尾， (津管内)阿下喜，四日市，松坂，粥見， (松

江管内)赤名， (広島管内)倉橋， (新潟管内)南鯖石，鉢崎，下関，湯沢， (仙台管内)111波，

純崎，鬼首，耕野， f!息子，築館， (盛岡管内)奥中山，著書巻，福岡，明石，門馬，薮川，釜石，

(秋田管内)院内，矢島，岩見三内，沼館，湯沢，大館，小坂， (青森管内)田名部， JII内，‘五

戸，三沢， (室蘭管内)穂別，鵡川， (浦河管内)御園，富']11， (札幌管内)野幌， (岩見沢管

内)栗沢， (帯広管内)西足寄，上士幌，八千代， (却11路管内)弟子屈，屈斜路，中茶安別，茶

内，塘路， (根室管内)厚床，凶別，羅臼，西春別.

震度1.: 浜松，松代，津， '1岐阜，伊吹山，富111，彦根，相川，敦賀，潮岬，福井，大阪，酒田，秋田.徳

j話，青森，森，札幌，岩見沢，網走， (静岡管内)舞阪，上川根，戸田，宇久須， (名古屋管内)

稲橋，作手， (金沢管内)小松， (津管内)白子，山田，鳥羽， (新潟管内)畑野，中興， (秋

田管内)横手， • (函館管内う白神， (浦河管内)襟裳岬， (札幌管内)島松，千歳，. (岩見沢管

内)長沼，秩父別，角田，美唄， (根室管内)納沙布.

Tab.2;1から震度分布図を描くと， Fig. 2.1のようになるo また，各震度に長ける平均距離を

t 計算すると，

V =.=212.5 km， IV=307.7 km， IIT =442. 8 km， II =674.5 km 1 =645 km 

震度分布図

W lntensity -Distance Curves 

o 
J/:YJ._-，/ U 3{ぐ1JD7 V 
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E 
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Fig. 2.1 Fig. 2.2 

x Epicenter 
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となる。な公 rr長よび Iを合わせた平均は

rr --1 =659.2 km 

である口乙れらの結果から震度曲線をかくと， Fig. 2.2となる D 同図には，比較のため，三陸，

南海道，十勝(rj:t，関東，吉野地震の場合をも記入して1ないた。との図によると，今回の地震の震度

曲線は南海道地震と十勝沖地震の中間であるととがわかる O また， Kawasumi CD方法で Richter-

Gutenberg'の規模M をもとめると， 8.1 となる o な.:k;-，ノミサフ二ナでは 8 ーーム，パークレーで、は8~1 

4 

~すーとしている。

験 測卦

Tab. 2. 2. 観 出リ 表

最大 按 中高 周 j羽 初J 動

観測所 発 震時 N'I E I z N E Z N E Z 

h m s μμ  μ S S 
- 68μ 8 -132μ 0 

μ 釘 s

八銚横富大 丈'崎子浜島島

02 49 23.6 226 
24.5 29 ，3001 35， 800 18，700 5.1 3.4 - 292 十 397 ~ 641 22.5 209 
25.6 16，0001>17，000 7，400 2.唯 4.3 + 650 - 422 19.2 200 
27.0 -1 13，000 3，900 - 172 十 182 - 13 242 
30.7 27，6001 29，100 12，500 5.6 3.2 - 131 十 20 - 10 251 

柏 32.5 28，2001 28，ー 11，000 3.6 十 50- 171 26.0 260 

東三柿水 京j 島岡l 

33.0 34， 3001 30， 800 17，300 4.4 十 61 - 158 十 243 24.7 260 
33.7 9，7501 10，900 3，100 3.7 2.3 - 179 十 242- 132 294 
35.0 一一 十 324- 199 十 41053 280 
35.4 24，0001 9，600 4，000 3.7 3.5 290 - 236 十 3 286 

静熊御小甲 前名 ! M谷浜岡崎I 

38.9 4， 7001 11，400 4，300 4.2 4.6 - 70 + 246 - 193 29.6 335 
40.1 7， 9001 8， 000 3，200 2.0 4.4 - 56 + 53 - 30 33.8 349 
40.3 18，1001 32，800 10，500 10.01 7.8 4.6 7 十 115- 152 十 187 35.3 320 
40.8 12， 2001 11， 500 8，000 3.9 3. - 51 + 174 - 112 33.8 342 
40.8 11 ，8001 15，600 3，900 15.0 7.0 十 367- 87 十 428 328 

宇飯福松鳥 都 代宮島島田

42.9 9，800 11，200 6，500 10.5 12.0 6.7 十 121- 112 十 173、 -1327 
49.7 一一 155- 80 一 -:1 431 
50.0 一一 65十 128十一・ 40.5 402 
53.5 6，500 8，200 2，600 ~'~I .~.~ 1.3 + 538 - 103 十 266 -1418 
55.3 4，100 5，000 3，100 16.51 '3.1 3.8 十 60- 38 1十 45 43.5 430 

仙長高名岐 古 屋阜野台山

57:0 11，500 9，300 -1 3.7 3.3 ー十 45- 60 一 44.0 '440 
57.5 10，900 6，000 2，200 3.6 2.9 1.5 - 47 十 118 - 30 48.6 466 
57.9 6;500 7，200 3，700 1.8 2.6 2.8 十 378- 61 十 282 -1467 

50 00.0 820 一 -1 1.8 (-) (-8 ) 一 4469 .8 479 
00.5 3，000 6，000 1，700 3.5 十 1 - 118 .1 490 

新亀彦尾富 根潟I鷺山H 

01.4 32，600 34，400 5，300 6.31 7.3 6.1 十 172- 92 十 25 -1493 
01.9 4，850 3，250 600 4.71 3.9 1.2 - 21 十 84一 70 18.6 507 
01.9 2O 9000 2，lO OO 1，700 11.61.20.5 20.0 - 16 十 44 - 37 50.8 524 
06.1 10，200 9，000 4，500 6.9: 6.3 3.7 + 24 - 31 十 6 45.4 513 
06.8 9，400 7，300 6，800 3.4 3.0 3.0 - 20 十 50 - 23 52.8 532 

相潮輪J大Hミ
都J岬島阪1I 

07.9 1，000 -1 6.5 ー十 66- 67 (一O) 51.5 542 
09.1 3，100 4，500 1，200 9.5 19.5 10.ー 十 100 59.0 571 
11.0 5，100 4，600 8.5 6.5 十 32- 53 - 101 58.0 578 
11.11 2，4001 2，5001 2，3001 13.-1 17.51 20.-1 - 15十 661' (一3)4. 52.1 574 
13.QI 9，500i 8，3001 3，200[ 5.51 4.2[ 3.2[ - 16[ + 45[- 58.3 587 

誕地震課技術係

-11ー
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Tab. 2.2. 観測表(つYき)

最大 振幅 周 期 ネ万 動
観測所 発震時 N I E I z NIE I z N E Z 

h m S 20μ09'0μ 0 1，50μ 0 
S S S 

十 17μ0 -μ  8 十、8μ3 
百 s

宮和擁洲姫 歌 古本岡路山

025016.68 2， 23 14.0 13.0 9.ー 59.6 615 
16.8[ 2，200[ 2，000 1，100 10.1 9.5 14.5 (+) 9 (-1 ) - 17 01 04.8 619 
18.7[ 2，200[ 1，500 3，800 12.0 11.0 12.0 十 7 - 14 + 47 01 03.1 642 
19.81>5201 >450 430 22.1 

十(+)20 (-) - 45 01 10.7 642 
20.71 5001 900 01 13.9 664 

豊秋高
松岡戸知田

21.3 8 一 440 >777 一 4.ー 4.ー 4 十 8 7 01 10.5 665 
21. 7，700 10，200 4，400 4.9 16.5 2.7 十 113 - 27 十 140 57.8 640 
28.1 2，000 '1，700 78000 0 8.0 21.8 18.- (十6) ニト 18 

+(ー ?6)9 01 16.2 
722 

八I局
28.7 1，700 2，800 14.0 17.8 17.5 十 2 -' 10 01 11.6 714 
36.4 2，100 2，200 1，100 12.5 19.0 16.5 J 61 - 90 十 3001 22.2 773 

米西広i清R 子郷z島田k 

40.1 一 一 -- 一ー 一 (一) 一 --101 19.5 785 
41.2 258 一 -.120.ー 一十、5 -17.5 :-101 20.8 812 
43.3 270 408 292 33.0 23.8 26.2 - 15 - 80 - 56 01 30.-2 842 
44.6 366 448 380 11 5;1 43.5 19.ー 一 一 --01 32.5 870 
52.0 1，200 1，200 700 6.5 23.0 23.0 十 20 - 129 十 11801 24.7 906 

柄オミ; 53.6 -- 677 5.1 十 64十17.5十 4701 30.2 896 

最 分本幌|同

59.7 4，，900 3，900 6.3 6.7 十(十2)9 - 95 十 6001 39.1 99598 6 
51 03.0 1，500 ， 2;000 800 15.5 14.5 14.6 一 7十 1701 40.7 

09.2 一. 310 200 一 24.ー27.ー-10 
ー8)8 

十 4701 41.2 1048 
11.8 1，400 1，000 700 14.5 20.-25.ー (ー) (十) 0151.9 1067 

根鹿屋富 児久 室島島江

13.2 1，000 1，400 1，200 17.ー12.3 17.ー十 65十 51 + 20 01-24.3 1040 
1，900 -117.0 23.0 一一 251- 107 (十3)9 -1099 

22.31. ー 1371 29.2 一一 1147 
31.7! -241 121 吋14.824.2 26.01 (一)二 28 (一)102 00.0 1235 

Tab. 2. 3. 最大振幅観測表

ー最 大 動 周 期 最 大 動 周 期
観測所

N I E I z N 1 'E I z 
観測所

N I E l' z N I 'E ~ Z 

4，30μ 0 2，30μ 0 2，00μ O 3S .3 
S 

3，60μ 0 3，40μ 0 m叫μl 7s 6 
S S 

福神徳
井F品取J 1 1 

1.8 

奈長前酒l1l 津 良7橋団呂~ 
21.5 20.5 

2，800 4，400 1，600 11.0 17.ー 2290 ，500 33，200 12，200: 8.9 6.6 6.0 
1，900 2，000" 1，100 11.一21.ー ，700 17，300 8，100; 3.8 3.6 3.9 

五鳥三
1，800 2，000 900 14.ー17.ー 17，500 17，600 7.3001 7.4 6.2 4.2 
2，000 2，700 900 10.3 21.5 10.3 4，200 4，900 -1 2.4 2.6 

敦稚室下官 閣崎賀内関

1，000 1，800 700 14.51 21.0 22.5 浜松 6，700 6，400 3，600 ー 一 一
2，600 2，200 1，400 7.01 4.2 12.ー 詞主 4，600 4，400 3.6 2.6 
4，000 3，700 700 18.ー 7，000 7，100 2，000[ 6.8 7.0 2.5 
1，90.0 1，700 600 12.61 12.0 13.5 9，400 7，100 2，3001 7.0 3.5 6.一
1，000 1，100 1，000 18.-1 18.ー25.ー 5，000 6，700 2，400) 7.3 14.0 16.0 

，走時および諸要素 走時曲線 Fig.2. 3 は Tab.2.2(すてくて地震課で再測した結果)から作った

もので、イ図の P， S CD走時曲線は和達・鷺坂・益田公よび、鷺坂・竹花の h=80kmのものである。

富崎・横浜・東京・柿岡・柏・熊谷・新潟・輪島・名古屋・宮古・八戸・盛岡・森・札幌・飯田・

米子・大阪・彦根・和歌山・高知・浜田・大分の 22箇所の値を使って，

δt.. at. at.. at 
dt=-:.~dλ十一一-d伊十一一一dh+一一τdto

δλ δ伊
ah~.-. at

o 
~-IJ 

- 13-
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ととで，dλ，d伊，dh， dtoは補正すべき震源の経度，緯度，深さ，公よび、起震時の量である口ま

δt 
た， 方面ーは和連・鷺坂・益田の走時曲線から図式で、求めた。上式から震源、を求めると Tab. 2.4 

i=mム+t1
のようになるo さらに，上記 22箇所の値を使っ

てから最小自乗法によって求めたんからんを求

めると，

第 1近似 第 2近似

入 141054'E 141051. 8'::t:1. 9' E 

φ 34009'N 3403. 3'::t:2. 9'N to=48m55.2s， hキ60kmとなる。

10 . 2h48m55S 2h48m53 . 8s+0 . 4s 以上のととから，to， hはいくら変化しでも， そ

h 60km 84.2::t:2.8km れぞれ 53"-'56s， 60"-'90 kmの範囲を出るととは

Tab. 2.4 たいと考えられる。とのととを考えに入れて，

Strasbourgの資料を使って遠方の走時曲線を作った結果を表にしたもの(Tab.2.5)をみるとく震

央は 141
0
52'E， 34

0
3' Nとした)，震源に治ける発震時 to，深さ h，震央泣くの観測むよび遠方の

観測のどれも満足するよ

うな既製の走時曲線はな

いととカミわカユるo

Tab. 2.5の±は 平

均して走時曲線が観測値

よりも沿くれているとき

に+，早いときにーとし

た。そとで、十われわれは

定時曲線

Wadati-Masuda h=O 
ノグ h=80 

Jeffreys-Bullen Surface 

ノア 0.00 
ノ/ 0.01 

Gutenberg-Richter nor: 

庁 h=100 

日:本内地の資料を重視して第2近似の値を採用する。

10 

S 
54， 

// 

// 

庁

// 

F 

ノγ

Tab. 2.5 

h |近傍走時曲線|宮前車問
km S S 

O +5 4 

80 十 O -10 
'0 ::t:3 + 5 

33 ::t:0 ::t:0 

96 -1 一10

25 十 6

100 - 5 

初動分布初動分布は Fig.2.4のようになり，日本内地の資料だけから判断すれば，引き円錐

型と考えられる。 Oを節線楕円の中心とし，OE=cを一定とすると，EAは W12
Q

N，，-，W10
0N の

Tab. 2.6 

。 b C 。
:Km km 
400 415 40059' 

410 ノγ 44 18 

// 420 庁 40 15 

F 430 月Y 30 12 

150 400 // 42 03 

ノY 450 メア 45. 00 

ノア 420 ル〆 40 28 

F 430 // 32 41 

φ h 

36019Fl|13k8m .6 

40 30 75.0 

46.45 43.3 

57 52 28.6 

36 44 161.5 

40 33 64.2 

45 59 51.9 

54 49 36.9 

あいだで変りうる。とのとき， α， bのとり

うる値に対して，震源に想像される節面円錐

の軸と鉛直線のたす角度 θ，ー円錐の半頂角伊，

震源の深さ hを求めると， Tab. 2.6のよう

になるヘしたがって，初動分布だけから震源

の深さを定めるわけにはいかたいけれEも，

前に求めたように hキ80kmとすると，伊キ

40
0
，θ=440となり， 震央は節線楕円の外に

者 高木;震源(第10報)験震時報 18(1953)49~65 この計算では地殻の不連続を考えに入れなかった。

- 14ー
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出る。た沿，諸外国の資料の送付方を依頼中であるから，新らしい資料が集まり弐第詳細を報告す

る。

Condensatio凡

Rarefactio凡

none 

。Unkn6wn

L一司ーーー」ーー-ーーJ"
400-

Fig. 2.4.初 動分布

津波の検潮儀による調査特

/ 
l...--l-一一」、 2001<1R

今回の地震にともない，小規模な津波が発生し，太平洋岸各地の検潮儀に記録された。地震課で

は太平洋岸ρ検潮所の記録の写しについて，第 li皮の到着時刻，その山の時刻，振|幅長よび、周期と

最大波の到着時刻，振l隠語よび、周期，地震から第 1波までの時間間隔を調査した(巻末口絵， Tab. 

2..7参照)。

検潮所名は次のと沿りである D

宮古，鮎川，小名浜，布良，伊東，内浦，大島，舞阪(浜松)，津，小松島，浦神，串本，清水

とれらの記録中，宮古，大島，伊東，内浦，津，串本，浦神では押し波で始まっているが，他で

は第 1波が微少で押し引きは不明で、ある。概して震源の北側では西側よりも津波は小さかったよ.う

長地震課技術係
-15 -



50 験震時報 19巻 2号

.である。た長，今回の津波は震源が深かったととと，起震時が干潮時であったため，被害らしい被

害はたかった。

Tab. 2. 7 

観測所|緯度臼

最大波
地第で震の1か波時間まら

検潮儀

経度 (東) 到時刻着 I時山間の I振幅I周期 時刻|振幅!周期 の型差
Q f 。 ， Ih m h m cm ロ1 h m C紅1 ロ1 h m 

鮎宮布伊 古川l〆

39 38 141 58 3 55 4 03 1.5 一 1 07 F 
38 18 141 31 3 54 4 00 32 10 4 05 39 8 1 06 F 

名 東浜良
36 57 140 53 3 15 3 25 2 15 5 23 15 12 o 27 F 
34 55 139 50 一 4 41 48 8 一 N.K. 
34 58 139 、06 3 06 3 09 4 6 I 5 46 14 10 o 18 F 

大小舞内阪津松(浜松浦島島j 

35 01 138 54 3 38 3 46 13 12 
3第10 

1 波 o 50 F 
34 47' 139 24 3 10 一 4 17 7 o 22 F 
34 41 137 37 5 10 5 19 一一 8 35 8 17 2 22 F 
34 29 136 51 5 10 5 20 1ca 20ca 8 08 5ca 7ca 2 22 F 
33 59 134 37 4 55 5 00 1.5 10 5 20 5 13 2 07 F 

浦清串: 神本水
33 33 135 54 4 13 4 18 27 16 第1 1 波 125F  F 
33 27 135 46 4 10 4 15 20 

501 幻 |15
1 22 

32 47 132 58 4 42 4 17 12 15 I 5 08 I 24 I 10 1 54 IN .K'. 

注 F: Fuess N . K. : New Kelvin 

3 余 震持

房総沖地震には多くの余震が観測された。 1953年 11尽26日03時以後 1954年 5月 31日までの半

回数 年聞に有感 43回，無感 698回，合計 741回の余震が観測

500 
された(Tab.3.1"-'3.4参照〉。余震の回数は順調に減少し

ているが，その状況は Fig.3.1に示すと沿りである (Tab.

3. 2参照〉料。また，震央の分布は Fig.3.2に示すと長り
1日日

1 寸 φモSD-.

であるが， 12月末になるとやや南西にj去ったようである。

本震後翌年3月末までに東京で観測された余震の回数を，

PNSのめいりょ'うなもの占不明のものとに区別して用別

回数表にしたものが Tab.3.5である。明らかに余震と思

われるが，震央が遠く離れていたり，余震が共々とひん発

したため記象が重たってP，，-，Sが読みとれたかったものが

本震直後の 11月末から 12月始めにかけて多数あった，本

震の震央からどの範囲までを余震とみたすかという問題も

あるが， P"-' S，が 1~"-'32 sec.の範囲についてそのひん度

O 

50 

も

。
∞
 

0
 

0
 

0
 

10 αコ
O 
O 
000 

COD 000 
00 

o 
001])0 

11月 12月

Fig.' 3.1.日別余震回数

一地震課調査係，験震係.
時 11月中の 6時間Cとの余震回数については，地震月報 1953年目月号， 2ページを参照されたいの

"-16ー
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1日日
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であるが， 12月末になるとやや南西にj去ったようである。

本震後翌年3月末までに東京で観測された余震の回数を，

PNSのめいりょ'うなもの占不明のものとに区別して用別

回数表にしたものが Tab.3.5である。明らかに余震と思

われるが，震央が遠く離れていたり，余震が共々とひん発

したため記象が重たってP，，-，Sが読みとれたかったものが

本震直後の 11月末から 12月始めにかけて多数あった，本
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あるが， P"-' S，が 1~"-'32 sec.の範囲についてそのひん度
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パr.~/日

O 
01 0  

O 

141.0 141.5 

× 本震 O おもな余震

Fig. 3.2.余震の分布図

O 

00  

O 

無感余震

-1 35.0 

34.5" 

を表にしたものが Tab.3.6で，

図にしたものが Fig.3.3であ

る。図をみると明らかなように，

本震の P""'Sキ25sec.に近い23

，，-，26 sec. が圧倒的に多い。 と

れから，余震は長治むか本震の

附近に多数起っているととがわ

かるo なl:>-， Tab. 3. 6 l:>-よび

Fig. 3..3から P，，-，S不明のも

の，すなわち，余震の記象が重

たって，全く不明のもの，地震34 . 0 . ~ --， ~ ， . ，--

33.5 
142.0 

記象の微小のため P相不明で、P

~S のわからないものは除外し

である。

Tab. 3.1. 余震の月別回数表

お も な 余 震

年 月
顕著 1梢顕著|小区域| |無感長|

余震合計
計 計

1953 11 8 12 6 26 . 19 45 420 

12 2 5 3 10 14 24 215 

1954 1 1 1 1 3 1 4 39 

2 3 。 O 3 3 6 42 

3 ー。 。 O 。 1 1 7 

4. 1 O. 。 1 O 1 7 

5 O 。 O O O O 11 

メ仁h1h 計 18 10 43 38 741 

普 最大記録距離 800km以上の地震

- 17-
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日別余震回数表 (11月---12月)

F
b
q
a
イ

i

ワ
U
1
i
d
ι
τ

12 26 

27 

28 

29 

30 

31 

数日↓

166 12 06 10 

92 07 4 

59 08 10 

48 09 4 

45 10 4 

29 11 8 

29 12 4 

17 13 6 

23 14 1 

21 15 5 

日

Tab. 3. 2. 

月|回数|日

26 

27 

28 

29 

30 

12 01 

02 

03 

04 

.05 

月

11 

房総沖地震のおもな、余震の表(本震後 1954年 5月'31日まで)

|最一大感距離震度

km km 
日 0月時3 分

。 c km km 
11 

浅 27 03 46 
347O /Y4 Z / 141託5 94 約 40

約 60 450 E 27 05 38 
334 4. 

141 浅 180 I 

4約0~6600 
27 09 01 141. 約 40 270 工

270 工 27 10 05 341 M 1413 14 
うそ

27 10 25 34. 141. 約 40 +も

約約A約#司] 44会00 日

27 10 40 
34FF34 4 2 - 1416 M /F3Y4 4 孟〆

うも 27 10 55 34 VI1 40---60 +今

27 14'05 34 141 40 
60 27 ， 15 50 34 141 約 40
50 430 I 27 20 30 34.3 141. 40 400 l[ 

27 22' 31 347 M 1417 P4 40 
40---50 670 III 28 01 20 34. 40 
40---60 270 王 28 03 10 34.4 114411. .7 40 

50! 440 工 i28 03 32 33.8 141.0 40 130 1 
約 40 250 工 28 04 14 34.1 141.8 浅

約 40 140 E 28 06 30 34 14LP3 孫4 浅浅28 09 32 34O M 141 
30---40 320 工 28 11， 11 34. 141. 約 40 告モ

浅
争を 28 11 43 34、 1415 M 浅

30 者 28 12 00 34.0 141 約 40 骨

3約0 30 225 工 28 13 25 34.2 141.5 40 骨

---40 150 I 28 '14 11 34.0 141.5 40---60 250 工
i実 * 28 15 56 34 シi 1413 7託4 浅
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342 M ヲ4 1413 P14 4 
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発震時[北緯 i東経|深三[量産高l量産;1 発震時 l北緯|東経|深さ i震毒剤霊童
日1 0月時3 分

。
km 

。 。 km km 

301 21 
345 54 1413 M 浅

346141416 74 
約約約約 440 0 

125 i ! ii;~ 05 10 34. 140. 約 30
30 12 40 34.6 1 141. 長 15 10 46 34.1 141.7 約 40 250 I 

30 14 57 
34MFFt 4 141託

30 34.2 141.7 約 40
30O 1503 341  142 40 :119 11 36 34 )i 141 浅
30 16 54 34 ){ I 141託 21 06 20 34.3 141.0 401 270 m 
30 22 43 34 3ヲ744 141 974 シ五 30 290 I 21 11 42 34.1 141.0 約 60 205 I 

30 23 35 34 M I 141 約 40 240 I j2207417 3 34 141 浅

1120月1 18 
26 01 34 141 浅 うも

35 141 7~ 約 40 26 04 02 33 }，i 140託 浅 * 
1 02 48 33 141 浅 190 I 26 11 06 34 )i 141 7;' 

浅浅
1 02 58 34 141 

車約約甘浅4620 0 0 

争寺 26 13 52 34 141 
1 13 54 34 1414 ヲM4 

28 05 02 333 4 
140.8 浅 115 I 

1 14 26 34 141 苦 31 23 57 141九 浅
2 01 18 33.9 141. 告寺 1 月
2 09 11 34 141 1 02 00 348 74 141 
2 13 13 34.1 141.3 約 40 1 17 06 34. 142.3 約 60 +モ

2 13 14 34 141 )i 
浅浅

+を 17 12 04 33P94 1 
1414 M 約 40 190 I 

2 13 58 34 141 18 23 45 33. 141. 約 40 310 rr 
2 15 10 34.1 141.1 40 * 27 17 ，20 33-7;' 140 )i 60 
2 18 47 33.7 141.1 約 40 320 E 

23 月17 04 2 19 31 
3344.M 1 1411 M 

約浅浅浅浅20 

34.2 141.6 40 後

3 01 48 141. モ 4 12 43 
345M ヲ44 

141ラ4約 40
3 09 41 35 142 12 06. 03 33 140 7;" 
3 18 17 3344M K 141 3シ五 14 23 43 34 141 約 40 争各

3 19 41 141 22 15 11 34.3 141.7 
約約 66 0 0 

400 E 
4 00 16 34.2 141.2 約 50 * 22 19 26 34.1 141.7 420 E 

4 06 40 34.1 1411 .0 20~浅30 
210 I 22 19 58 34.5 141.7 約 60 * 

4 17 24 34.0 141.1 160 I 22 20 07 34 141 
、5 18 41 34.3 141.4 40 420 直 22 23 51 34 34 141 )i 約 40
5 18 57 34.4 141.6 約 40 23 01 20 34 1411 M 

約浅. '30 5 20 20 340 P4 142 

約約約約浅40 

26 08 51 34.2 141. 330 rr 
5 23 54 34. 141.2 40 * 235 月18 30 6 02 20 3344 .2 144 1・.3 40 348 M 141 浅
6 03 39 .2 141.6 50 28 23 04 33. 141.3 30 帯

7 00 32 34 141 
2450月2 34 8 0145 34.3 141.3 

約約約 440 0 
+モ 工

8 04 09 34.3 141.5 +モ

590月7 53 9 20 15 33.9 141.3 60 33 }，iヲM4141|1 | 浅 l
10 07 38 34 1413 M 浅 13 03 58 
11 16 14 34.3 141. 約 40 15 12 50 34 ){ I 141允浅

告 は無感地震で地震計最大記録距離が800km以上のもの

時分|時分|時分|時分|時分|時分 l時分|時分!時分|時分|時分

11月 03 18 03 43 04 09 04 27 05 01 05 48 06 48 07 26 08' 36 09 20. 

26日 -24 46 11 29 06 52 58 31 40 21 

03 00 27 50 14 35 08 57 07 03 34 57 32 

10 28 52 16 39 12 06 10 07 ノ 37 09 00 40 

11 29 52 18 41 14 12 09 38 03 46 

13 35 04' 00 22 50 22 39 12 41 11 48 

14 40 02 23 57 、27 41 22 08 00 18 51 
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時分|時分|時分|時分|時分|時分|時分|時分1時分[時分[時分

21 .52 05 41 19 39 09 32 01 36 23 27 22 .43 03 39 00 40 

58 i 20 58 45 20 28 33 01 40 28 23 06 07 42 01 04 

10 13 26 ，22 01 0615 30 10' 09 02 09 30日 26 09 11 10 

17 '31 03 16 32 10 42 02 07 35 10 06 31 

19 34 :11 24 54 14 03 13 14 55 11ノ 03 02 18 

20 36 22 16 36 21 01 11 10 22 14 '， 12月 54 42 

29 39 26 07 54 27 11 41 03 04 1日 13 13 49 

42 42 42 57 22 07 38 04 01 21 00 03 14 04 55 

45 50 23 04 08 15 13 41 29 31 43 34 05 29 

47 57 18 26 31 43 34 04 05 l' 48 57 06 40 

57 18 03 25 36 39 49 43 27 01 06- 58 08 42 

11 03 09 1- 26 57 45 12 00 54 29 15 15 10 47 

06 12 29 09 01 48 08 05 04 06 38 18 16 00 09 56 

09 15 39 04 50 19 06 07 23 33 05 10 14 

13 21 44 29 52 13 25 11 27 02 48 -51 13 46 

17 38 27日 39 53 14 11 54 58 58 17 18 50 

24 48 00 04 54 23 08 45 06 10 10 '04 03 26 18 37 14 27 

55 51 11 10 05 、13 15 26 50 08 04 11 47 15 37 

12 03 55 17 25 19 56 07 05 46 05 15 19 26 17 24 

13 19 00 19 35 22 16 05 12 12 30 、06 38 31 18 20 

24 04 58 40 29 24 32 40 07 35 46 23 24 

31 23 01 05 45 39 35 38 44 53 21 50 54 

33 27 25 55 28日 17 14 49 52 08 50 22 54 5日

45 32 45 11 05 00 47 34 55 13 07 09 24 3 EI 00 54 

51 34 49 37 01 00 46 08 09 22 29 00 23 57 

55 41 55 47 20 58 13 31 46 01 22 01' 42 

13 11 43. 02 00 56 50 19 13 18 14 57 10 00 .24 05 32 

20 54 10・12 19 02 . 27 57 11 22 15 03 11 27 48 42 

21 59 22 48 32 20 07 30 39 35 02 22 11 00 

34 20 15 27 13 34 03 10 35 34 54 13 36 25 16 26 。
49 24 35 1405 32 21 03 57 16 26 54 03 33 17 48 

57 27 54 20 04 01 31 12 29 29 14 26 05 09 18 41 . 
14 04 36 03 10 51 07 41 13 02 45 16 32 31 46 

08 40 16 57 14 58 07 54 19 10 06 16 57 

32 42 24 15 37 46 22 10 21 17 23 20 .30 09 41 19 10 

45 44 38 50 06・22 43 31 28 38 10 47 20 20 

48 53 41 16 04 23 23 01 14 20 34 2日 1'8 17 33 

57 58 46 44 30 12 49 18 31 00 08 19 41 37 

15 32 21 10 04 12 17 15 57 14 15 14 19 16 0051 20' 54 21 06 

16 18 17 41 44 07 12 29日 16 36 51 01 18 21 55 22 06 

21 24 45 55 55 00 05 19 12 20' 35 02 31 23 47 43 

49 26 05 17 18 05 08 17 25 20 50 21 48 02 44 4日 57 

1干 12 30 38 50 09 29 29 21 01 22 28 03 34 00 16 23 54 

~ 20-



... 

房総沖地震調査報告

時分[時分[時 分| 時分 |時 分 l時分l時分|時分|時分|時分(時分

6日 16 29 04 12 10 18 13 52 2月 21日

00 58 9 EI 07 07 21日 27日 14 10 必 20日 1日 23 42! 26日 21 14 

01 46 01 14 12 07 01 30 07 46 17 22 I 16 06 02 54 19日 07 01 26日

02 20 02' 59 13 57 06 20 13 34 23 47 23日 18 48 18 43 24 02 34 

03 39 11 25 17 43 11 42 14 52 9日 10 43 3日 23 '51 08 51 03 52 

15 44 20 15 23 11 13 01 28日 00 -23 24日 07 21 20日 ，3月 29日

59 10 日 14日 22 00 05 02 02 ¥51 、23 41 14 17 15 44 3日 0021 

16 05 00 00 10 05 22日 29日 17 06 25EI 17 04 21日 04 31 5月

57 01 22 15日 02 02 02 36 46 03 27 18 43 00 02 8日 2 EI 

17， 11 07 38 08 50 07 47 21 03 10日 07 12 4日 17 33 07 21 04 23 

57 1046 10 46 14 04 30日 02 54 27日 07 14 22日 10日 15 20 

7日 11日 18 04 17 11 19 07 22 25 00 ' 32 09 45 15 11 01 59 9日

00 32 00 29 48 23日 31EI 、11日 07 25 ，12 43 15 48 25日 07 '53 

01 01 '48 22 46 06 18 00 36 03 18 17 20 14 40 17 04 18 30 13日

02 05 01 03 16日 16 19 13 49 12EI 28日 5 EI 18 08 26日 03 58 

07 29 16 14 12 35 24日 1629 i 12 36 02 29 03 10 17 01 14 15日

8日 34 23 51 19 04 23 57 18 25 29日 34 19 26 27日 12 50 

01 ' 45 07 29 17日 23 1月 16日 10 00 07'39 19 29 02 23 18日

02 .36 18 07 10・16 25日 1日 15 27 30EI 7日 19 30 28日 02 36 

04 09 20 16 13 59 08 52 02 00 17日 00 18 02 00 58 23 04 02 55 

20 12日 17 39 13 00 20 38 12 04 05 46 03 05 20 07 4月 16 31 

07 06 05 05 19日 26日 2日 18日 09 44 11日 45 2日 19日

35 10 11 36 01 13 08 42 23 30 21 29 05 46 21 20 16 47 09 58 

11 51 33 12 28 03 55 4 EI 23 45 -22 24 07 23 23 51 
10 日・ 24日
16 S3 12 06 

12 48 I 15 08 I 18 42 ¥ 04 02 -I 16 34 I 19日 11!1円 12日 23日 14日50 
13 03 I 13日 20日 11 06 I 8日 02 24 I 19 21 I 06 03 I 01 20 I 20 

25日O 
17 05 

Tab.3.5.東京における余震の月別回数表

(HBm年1卯6日~)
昭 29年 3月31日

Tab.3.6.東京における余震のP"，，--s
別回数表 (信 23221翌日~)

月 |回数 (P~S めい回数 (P-:--S1_ foJ_I~，~互のもの?t'l不明のもの) 忌~I 回数 I~ぷ i 回数 lZ3| 回数
11 181 134 18 12 23 35 28 27 

12 92 55 19 12 24 34 29 10 

1 26 2 20 14 25 50 30 6 

2 ' 30 ， :1 3 21 25 26 46 31 4 

22 27 27 29 32 3 
ーF ー 目a‘‘ 4・

合 計| 制 l 胤 l

. - 21 -， 

55 
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〆C

C 

Fig".3.3.東京における房総沖余震の P--Sの頻度分布

4 地震にともなった諸現象

地 震

地震の規模が大きい割合に被害らしいものは見当らたかった。ただ，宮崎村や館山市では墓石の

倒れたものがあった。すなわち，館山市内の来福寺境内を調べたととろでは，すわりの悪いものや

礎石の破損しているような墓石が多く倒れていて，その方向もまちまちであったが，普通の墓石は

回転，移動たe.'([)跡もみられず，地動の加速度を調べるととはできなかった。た沿，地盤の上昇，

下降やき裂などについての報告にも接したかったし，そのようた現象も見つけるととはできたかっ

た九とのほかには，勝浦測候所の風信器の軸が S20
0

Eの方向に移動したというととである。 ま

た，銚子附近では，犬吠岬:陵台で、燈火用の71'(銀が 10kgくらいとぼれ出たそうである料。

津 波山

北海道各地 札幌管区気象台

浦河港内検潮所で4時20分とろ，周期 20分くらい， 10--20cmの津波らしいものが記録された。

また， *ll¥路では，訟なじく 4時20分とろに周期 20分，波高 5cmくらいの波が記録されている。

特地震課浜松音蔵技官調査

州銚子測候所宇田川和夫技官，地震課勝叉護技官調査

械器地震課技術係編集
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Fig".3.3.東京における房総沖余震の P--Sの頻度分布
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浦河港内検潮所で4時20分とろ，周期 20分くらい， 10--20cmの津波らしいものが記録された。

また， *ll¥路では，訟なじく 4時20分とろに周期 20分，波高 5cmくらいの波が記録されている。
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械器地震課技術係編集
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とのほかの地域では，検潮記録にも津波は見当らない。

八戸附近 八戸測候所

八戸市附近の湊，鮫両検潮所で津波らしいものが記録され

ている。すなわち，湊では 4時 25分から 6時とるまで，鮫

では 4時 18分から 6時とるまで津波による潮位の変化らし

いものが記録されているが，その振Ip高が小さいため副振動と

の分離困難である。

太

平

).Y千

宮古附 近 宮古測候所

検潮儀には 3時 55分とろから津波が認められ (巻末口絵

参照)，最大振幅(12cm)は4時47分とろに現われている O Fig. 4.1.八戸~宮古

また，田老川河口での目硯観測によると 4時 40分とろから小津波が認められ 4時.56分 5時

06分にそれぞれ極大となり，その振l隔は 27cmに達した0 ・

名 浜

検潮儀によると 3時 15分とろ，第1波が来ているく巻末口絵参照)，最大振l隔は 5時 35分乙ろで

振l幅15cmくらい。

銚子附近十

外川港港内① 一時，港内がび土がり，歩行可能のような状態が目撃されたとのととで，同港内

省官山市

0'---' 白 40l.m

の海深から推定すると，津波の弓iいた高さは

地震当時の海面上 1--1.5mであったと思わ

か1¥I れる。上昇した高さについては正確た資料は

得られなかった。た沿，港内の船引台が 20 

--30個流失，伝馬舶1そう流失(後で拾得)

なEの被害があった。

.犬若附近の砂浜② との附近は津波によっ

て打ち上げられたと思われる浮遊物から，津

波の侵入した距離は地震当時のなぎさ線から

110--120mくらい，地震当時D海面から 2--

Fig. 4.2.房総半島略図、 3mくらい上昇したものと推定される口

器銚子測候所宇田川和夫技官，地震課勝叉護技官調査

- 23ー
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名洗港工事現場附近③ 第『

ご港湾建設局名洗港工事事

務所。人の誌によると，、地

震後 20分くらいして海面

が失第にーと昇し，その高さ

は最高1.2mくらいに及ん

だ。その後， 20分くらい潮

位に異常が認められたとの

、 '00 ム200

乙とで、ある D とのほ台、と

の地域の南側芳、は地震当時
-』ト，o' 

Fig. 4.3;銚子附近略|豆i

のなぎさ線から約 60mひーとったとのととであるが，以上の地域以外では全然津波の侵入した跡は

認められなかったD た公，外川港は 1950年 10月31日ρRuby台風のときにも高潮の被害を受け

たととから，この附近は地形的にも津波が高くなりやすい場所と思われる。

波崎土木出張所附近 利根川河口の当出

A
H
H
V
 

A
H
H
V
 

4
E
E
A
 

50 

g
 

・
守
4
4Pι 

h
 

，，，
f
 

a
 

om 
1 234567  
4.4.利根川河口波崎検潮所(土木出張所)

検潮儀記録

張所の検潮儀記録によると，津波は 3時30

分とろ押し波で始まり，最大振幅 15cmく

らいであったくFig.4.4参照〉。

大原町一富i崎附近者

大原町，御宿町附近津波の状況不明。

被害はなかった。

勝浦町附近勝浦測候所の波浪計は起動

器が地震のため止まったので， くわしくば

わからたいが，最高波は振幅66cmに達し

ている。

小湊町漁業会の人の目硯観測によると

海水面の上昇は， 4時 30分とるには 4時とるに比べて 40cm，最大時く時刻不明〉には1.5mの上昇

が認められたとのととである。

昭島111町附近 海面の異常は特に認められなかった。

富崎附近 地震後，しばらくの間，検潮儀の記録がとれなかったため，第 1i皮の到着時刻は不明

帯地震課浜松音蔵調査

- 24-



房総沖地震調査報告 59 

であるが，ふたたび記録をしはじめた3時 13分とるには，すでに‘津波が到着していた。 そゆ後，

周期 12，，-，15分，振幅 60cmくらいの波が続き， .4時 43分に潮位は最高となり， 182 cmに達した。

ー
とれは平常の満潮位に匹敵する。また，最低潮位ぽ4時 35分とろで，その値は 52cmてらいで春

の大干潮位に相当するo 最大昇降量は 84cmで、4時 43分、に発現した。とのとろが津波が最も激し

く， 6時むろから失第に減衰して 9時とろ平静に復した。津波り襲来時が干潮時であったため，漁

業定置網の破損 2，布良港内の漁船流失以外に被害はなかった。

八ー 丈 島

八丈島測候所設置の波浪計には， 3時 26

分とるに，振IP高1.5mくらいの津波が記

録された(Fig.4.5参照)。ノ

ρ 、 12げし

oJn'26f1~+-→ 

長津呂附近世

本瀬M なぎさ線近くの岩にものさしを

当て，観測した結果は Tab;4.1 rDと公り

であるく6時 53分とろから潮位の異常が認

めあれた〉。 Fig 4.5.八丈島測候所波浪計記録

Tab.4.1 

百
回

山

谷

捌

第 3波|第4波!第5波南-崎沖寸

大~. 4h 34m 

4 38 
80cm 

円

Uνw
 。

《A
v
 

との観測期間中に現れた最大波は 4時 30分，，-，40分とる

f S7 '~IroÎ の 80:--90cm iD波で，周期は 8分くらいあった。な沿，被

害はなかった。

下回港附近 4時30分前後に軽微な津波現象が認めら
×観測点 T 測候所，

Fig. 4.6.長津日附近略図

れたが，被害はなかった口

長 長津呂測候所山本技官観測

時 Fig. 4.6参照

州弐 このとき，なぎさ線はさがり，海岸は歩行可能な状態になった。
州問。03m---4h18m観測中止
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発光現 象

中央気象台地震課へ千葉県，神奈川県，東京都内の各方面から 9遁の発光現象に関する報告がよ

」ι

U 
jOOkm 

b )( 

せられたくTab.4.2)。また，諏訪市附近でも

発光現象が認められたとの報告が諏訪測候所

から来ているくTab.4.3)。とれらのほか，館

山市，富浦町，富崎村，神戸村た Eでも見た

入がいたが，との場合は，附近で地震時に迭

電線が切れているととろから，あるいはとの

際のスパークとも考えられる。

Fig. 4.7.発光万向分布図 X Epicenter' 

Tab. 4.2. 千葉県神奈川県 東京都内の観測報告器

21方向[ 色 1回数(観測時|場所[ 備 者 | 
青白 数回 震動中|屋外 稲妻よりやや淡い色の光柱が放射状に上に広がる。

B 北微西 白? 少1なぐ回も、 同上 雨け戸たをとあき 夏の稲妻の高さ程度。

C 南東 青白 十数回 同上 縁先 空右が動明るくな最り後，光の源1が回約40度動がの広終がてりの中ら光で左
にいた。 は震 つか っ

7こ。

D 南 淡赤字 2回 同上 縁先 稲妻のように見非えたが，それよりは赤かった。

E 北 淡青 1回 同上 北か向らの窓 遠覆雷のようで 継常続に明時間るく 2~と3ころどりこ短ろを黒雲
がっていた。 は 秒よもい。

F 南 黄白 3回 同上 屋外
稲抄え妻続た。のい光よた。はう高で，さ雲30が度後くかららい!慣のら半さ円れ形，浮に見きjえ二、ヮ3て~見4 

G 南東 ? 臼? 3回 同上 南窓東か向らの 2回目のは鈍かった。

H 南東 黄白 1回 同上 南か向らの窓 雲の上で光った。万向は後で磁石によって調べた。

I 南々東 青白? 1回 向上 屋外 水射平し線かうら2な0光度くらい~上3万秒の雲が光った。雲tこ反
たよ で， 2 続いた。

貢-重な報告を寄せられた万l々 の民名を次に記して感謝の意を表わします。

A:千葉県館山市川名 多国 顕民 F:東京都品川区五反田 5丁目 納富勝一郎民

B:神奈川県平塚市八重咲町 山田録郎民 G: ノア 目黒区鷹番町 大森志郎民

c '11 高座郡大和町深見台 疋田平内氏 H. 11， 中野区本町通4丁目 渡部晃吉氏

D: 庁 横浜市神奈川区白幡西町矢木美津子民 1 F 練馬区小竹町 松島富之助氏

E:東京都大田区大森9丁目 'T田清雄氏

焚地震課調査係
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Tab.'， 4.3. 諏訪における発光現象

万向|色|数回|観測時|備 者

北ー東一南|青白 14~5回|地震中| 七寸玉から尺玉の花火を近くで見た感じで，その光の
， I 強さは中から強程度，送電線のスパークかもしれない。

海 震長

地震時，震央附近を航行中の中央気象台マーカス島補給舶黒潮丸から当時の状況についで弐のよ

うな報告があった。

26日2時50分とろ，北緯 33054'，東経 145016'，海深5000.--6000mQ)地点で，突然，エY'，ジy

がノッキY グを起したような， ガグガグといった感じの小きざみのと下動が5.--10秒間続き， さ

らに震度IVくらいのはげしい振動に変った。と D ときは舶が暗礁に乗り上げたときのような，ガク

ガクというショック的た感じの土下動で，との継続時間は 1.--2分くらいであった。当時の海面の

状態は夜間の突然の出来事だったので， くわしいととは不明であるが，舶の振動の長さまったとき

には，なんら異状ばみとめられたかった。

5津波予報について州

津波予報に至るまでの経過 札幌管区気象台

11月26日2時51分，感震器により地震の発生を知った。発震時く2時51分03秒)， P.--S(110S)， 

初動方向(NNW)沿よび、最大振*高から関東地方の浅発地震で，その規模は 7以j二の地震と判断し，津

波予報の態勢をとったが， 3時 03分に仙台から津波電報が入電したので， との資料を加味し， 予

報図から小津波地震と判定， 1時閣半後には本道太平洋岸に部分的に弱い津波が襲来するものと考

え，太平洋岸地域(2区〉に対し 3時 14分津波警報「弱い津波」を発表し， 5時 40分に解除した。

津波予報は夜半にもかかわらず 相当じん速に関係各官署k伝達された。その伝達所要時間は 1

"-'10分であった (Tab.5.1参照)。しかし，各地とも体感がなかったため，一般住民の関心はほと

んEたかった。

津波予報発令までの状況 仙台管区気象台

仙台の観測による P.--S，初動方向，最大振l隔語よび盛岡，福島，宮古，青森p 小名浜からの地

震電報により，北緯 350，東経 1420 を震央とした。ついで，最大振I~高から規模を推定した結果，津

世 マーカス島補給官鈴木信義

州地震課技術係編集
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， I 強さは中から強程度，送電線のスパークかもしれない。

海 震長

地震時，震央附近を航行中の中央気象台マーカス島補給舶黒潮丸から当時の状況についで弐のよ

うな報告があった。

26日2時50分とろ，北緯 33054'，東経 145016'，海深5000.--6000mQ)地点で，突然，エY'，ジy

がノッキY グを起したような， ガグガグといった感じの小きざみのと下動が5.--10秒間続き， さ

らに震度IVくらいのはげしい振動に変った。と D ときは舶が暗礁に乗り上げたときのような，ガク

ガクというショック的た感じの土下動で，との継続時間は 1.--2分くらいであった。当時の海面の

状態は夜間の突然の出来事だったので， くわしいととは不明であるが，舶の振動の長さまったとき

には，なんら異状ばみとめられたかった。

5津波予報について州

津波予報に至るまでの経過 札幌管区気象台

11月26日2時51分，感震器により地震の発生を知った。発震時く2時51分03秒)， P.--S(110S)， 

初動方向(NNW)沿よび、最大振*高から関東地方の浅発地震で，その規模は 7以j二の地震と判断し，津

波予報の態勢をとったが， 3時 03分に仙台から津波電報が入電したので， との資料を加味し， 予

報図から小津波地震と判定， 1時閣半後には本道太平洋岸に部分的に弱い津波が襲来するものと考

え，太平洋岸地域(2区〉に対し 3時 14分津波警報「弱い津波」を発表し， 5時 40分に解除した。

津波予報は夜半にもかかわらず 相当じん速に関係各官署k伝達された。その伝達所要時間は 1

"-'10分であった (Tab.5.1参照)。しかし，各地とも体感がなかったため，一般住民の関心はほと

んEたかった。

津波予報発令までの状況 仙台管区気象台

仙台の観測による P.--S，初動方向，最大振l隔語よび盛岡，福島，宮古，青森p 小名浜からの地

震電報により，北緯 350，東経 1420 を震央とした。ついで，最大振I~高から規模を推定した結果，津

世 マーカス島補給官鈴木信義

州地震課技術係編集
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波予報図で小津波地震の域内にあり，当管内にも津波の襲来が予想されたので 3時 07分に太平

洋岸(4区)に対し「弱い津波の襲来するなそれあり」の津波予報を発令した。また，津波解除は小

名浜，宮古，八戸各測候所の海面状況を参考にして 6時40分に発令したくTab.5.2参照〉。

中央気象台に和ける津波予報の発令について 中央気象台

東京に沿ける震度はlVであったので，ただちに判定操作に移った。 3時 03分長まで、の震度分布，

初動分布なよび東京の初動と P'""S~ß 円から震央を北緯 34.50，東経 141. 0。と推定した(Fig.5.1)。

とのとき津波予報官ば，

138 142 140 

15ο 
('''''' 東京の更正最大全振l幅210

m mとの報告を受け，との

値が 21mmであるととに

気付かず，津波予報図から

無条件に大津波と判定し，

3時 04分に 7区 8区へ大

津波警報を発令した(正し

くは弱い津波との予報が適

当である)0 Fig. 5. 2は各

Fig. 5.1 Fig. 5.2. 津波予報図 地の値をプロットした津波

予報図でO印は判定前に x印は判定後にそれぞれ入手した資料である。

その後，銚子，勝浦，富崎，長津呂各測候所からの報告沿よび!照会に対する回答から大津波の襲

来はたく，十勝沖地震やカムチヤヅカ地震の場合のように海上がなかなかなさまらないようたとと

がなく，まず，平静に復していくと信じられるようにたったので， 5時 50分に警報を解除した。

一一一、当

X

内反

υ党
¥

|

吋

主

一

戸

長

L。~SL_--'-----..l l ~L一一ι←ーーL一一一」一一L一一」
-60 ほ瓦l

津波予報に至るまでの経過‘ 名古屋地方気象台

名古屋D初動がめいりように東南東で， P，，-，S 46 secであったので，震央が海であると判定，推定

震央距離(400km)と最大振幅く1cmくらい〉からでは，予報図によると津波はないととになるが，最

近，三重県治岸一帯D地盤が沈ドしたのと，熊野灘が震央と相対の位置にあったので，多少の津波

が予想されたがら，津波警報 (9区弱い津波， 10区津波注し〉を 3時 30分に発令し， 6時00分に

解除した。

長 各時刻は課員の腕時計によったもので， この腕時計は 6時のラジオ報時に!鳴らし， 20秒以上の誤差 1

はなかった。
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津 波 予 報 伝 達 状況一覧表

Tab. 5.1. 札幌管区気象台 (3時14分発令)

63 

伝達官署名 |字書誌|露首|備 考| 伝 達 官 署 名 |宇言語|露首|備 考
h m m h m lU 

ホL幌電報局! 03 20 06 専用線一時 釧路損1) 候所 03. 1E' 01 気象専用線
故障

室蘭 庁 03 18 04 // 

札 幌電話局 03 l5 01 一般電話
yが千亡ド ノケ 0322 08 ノゲ

札幌中央放送局 03 20 06 直通電話
根室 F 03 20 06 五F

本L幌警察管区本部 03 16 02 ノゲ

7目JlI // 03 19 05 p 

第1管区海上保安本部 03 23 09 // 

函 館海洋気象台 03 22 08 /1' 

札 幌鉄道管理局 03 19 05 ノゲ

中 央気象台 03 15 01 〆7

仙台管区気象台 03 24 10 気象専用線 it; 海 道 庁 03 20 06 一般電話
浦河担J)候所 03 17 03 ノY

Tab. 5.2. 仙台管区気象台 (3時07分発令)

!伝達終|所要 I[;i); =I;I'-!I /::;:. ~~ ，# ~ /;/伝達終|所要|
伝達宮署名 [了時刻[時間|偽 者 11 伝達官署名 |了時刻 1時間|備 考

h .m 立1

仙台電話局 03 14 07 一般電話 海上 保 安 部 03 13 I 06 専用電話

仙 台電報局 03 -09 02 気象専用線 各測候所 03 18 i 11 気象専用線

国 警 03 13 06 一般電話 中央気象台 03 15 08 F 

方支 送 局 03 15 08 専用電話 新 潟 気 象 台 03 18 11 ん'

部i 岨、i山

局 03 10 03 ノア 札幌管区気象台 03 18 11 庁

県 庁 03 25 18 一般電話 ! 

Tab. 5.3. 中央気象台 (3時04分発令)

伝達官署名

中央電報局

市 外電話局

第三海上保安部

中 央放 送局

東京警察管区本部

東京鉄道局

銚子測候所

名古屋地方気象台

浜松測候所

|送信終|所要| 備
了時刻|時間
h m 百1

03 06 2 

03 10 6 

03 06 2 

03 05 1 

1::::' ~~ r.c'7 "w /;/伝達終 i所要 l
考 11 伝達官署名 |了時五uI時間|備 考

h m m 
横浜測候所 03.07 3 

水戸 ノγ 03 07 3 

仙台管区気象台 03 08 4 

御前崎測候所 03 11 3 

03 15 11 受信電話ち変延更 帯十 同 月〆 03 19 15 (応答がちない
ため延

のため
富 崎 ノグ 03 11 7 

03 10 6 
勝 浦 F 03 11 7 

03 06 2 
網 代 /1' 03 15‘ 11 

03 07 3 
ノア 03 15 11 

03. 07 3 
ノア 03 15 11 
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Tab. 5.4. 名古屋地万気象台 (3時30分発令)

|伝達終|所要了一~-，，~" -~-~~一 |伝達終|所要一一一一一一一
伝達官署名 |了時刻|時間 I {f~ 考 11 伝達官署名 |了時刻|時間|備 考

h m [ m I 
気象専用線

h m m I 

名 古屋電報局 03 48 18 一般電話 伊良湖l測 候 所 04 17 I 47 

中央気象台 03 50 20 一般電話

尾鷲測候所 03 55 25 d 名古屋電話局 03 45(?ll 15 F 

津 ノケ 03 55 25 F 国警地万警察隊 03 50(?l[ 20 ノケ

大阪管区気象台 03 59 29 鉄道管理局通知もれ

神戸海洋気象台 03 59 29 庁 海上保安本部 03 45 I 15 一般電話

'敦賀測候所 03 59 29 F 消防警備課 03 55 I 25 // 

輪 島 // 03 15 45 グ 中 部中央放送局 04 00 I 30 F 

伏木 月Y 03 17 47 
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房総沖地震のクイ{へノνト式地震計記象
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